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対象は脳血管造影上、内頚動脈に 75%以上の狭窄を有し、頚動脈内膜剥離術を施行した 35 症例である。(男性 28
例、女性 7 例、年齢 58・71 歳、平均 65 歳)比較対照は 30 例の健常群(男性 15 例、女性 15 例、年齢 32・49 歳、平
均 49 歳)である。
2) 超音波計測
使用装置は Philips 社製 SONOS5500 を使用した。発信周波数は 7.5 MHz の探触子を用いた。(距離分解能 0.1
mm) 
頚動脈超音波画像は通常の B-mode 像を撮影し、その後、同部位の IBS を計測する画像を描出した。関心領域のサ
イズは 11x 21 pixel (厚み O.lmm、幅 0.5 mm) とした。 IBS の計測は短軸断面で用い、内頚動脈と外頚動脈の分岐
点を中心に約 5mm 毎に記録された画像の IBS 値を連続的に計測した。
3) IBS の指標
IBS 値は相対値であるため Reference が必要である。 Reference は探触子からの深部減表の影響を少なくするため









vulnerable プラークは 35 例中 17 例に認めた。プラークの破綻した部分の線維性被膜は薄く、破綻した周辺にマクロ
ファージの多数浸潤を認めた。また、 vulnerable プラークは全例、中膜近くに細胞外脂質に富む偏心性プラークであ
った。
2) Calibrated IBS (CalIBS) 
病理組織所見と calibrated IBS の関係(表 1)
病理組織構成成分 計測部位数 calibrated IBS 値 (dB)
健常群 60 site -14.9::!:3.8 
出血成分 15 site -27.5::!:4.1 *# 
脂肪成分 30 site -22.5::!:4.1 * 
血栓成分 30 site -15.2::!:8.8 
線維成分 30 site 一 1 1. 1::!:7.1 # 
石灰化成分 30 site +2.1士 6.5 *# 













calibrated IBS fi直 (dB)
-10.9::!:6.4 
-2.4:!:6.2 * 
























知り得た線維性被膜の厚みと IBS 値を比較し、脆弱なプラークの検出の可能性を検討した。 IBS を用いた指標はプラ
ーク構成成分である出血、脂肪、線維、石灰化の区別を可能とした。従来の超音波法は、距離限界能により、厚い線
維性被膜と薄い線維性被膜の鑑別が困難であり、また、 IBS を用いた手法で線維性被膜を検討した報告は未だ、なかっ
た。 IBS を用いた指標は、プラークの破綻に直接関係する薄い線維性被膜と安定型プラークの厚い線維性被膜の鑑別
を可能とした。本研究は非侵襲的にプラーク内部の構成成分と同時、同断面で線維性被膜の定量的評価が可能となり、
脆弱なプラークの検出の可能性を証明した。
本論文に記載された研究の立案、研究計画と遂行、得られた結果ならびに考察から、著者は医学的な研究を行うた
めの研究能力を保有していることが示された。本論文の著者は保健学の学位を授与されるに値するものと認める。
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